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20 扉ウラ（かくし）
地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第４巻 
上野原産岩石を用いた理科教材の開発研究 
～特に化石展示による選択指向性の変化～ 
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1) 中村律太郎（1975）『上野原町誌 （上）』 
2) 松原 聰（2013）『美しい鉱物』 




7) 地質図ナビ（図1） http://gbank.gsj.jp/geonavi/ 
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6) 大木卓（2006）「鳥の文化史 文鳥の履歴書」『Companion Bird』pp.110-112 
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間の数値をAccumulated exposure over a threshold of 40 ppb （AOT 
40）と呼び、植物のオゾンへの感受性の指標として用いる。感受性が












鮮重量はそれぞれ23.9±1.8 g、27.9±2.1 g、29.1±5.6 g、乾物重量
は18.6±1.0 g、21.4±1.3 g、22.2±5.0 gであった。新鮮重量および
乾燥重量にてオゾン暴露したキヌアの重量が有意に小さい結果を得
た。一方子実重量はそれぞれ11.8±0.6 g、12.6±0.3 g、15.8±2.9 g、
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～特に集団展示の行動誘発効果について～ 
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回数 実施日 小学生人数（人） 中学生人数（人） 計（人） 
1 6/11 9 12 21 
2 6/18 7 13 20 
3 6/25 * 9 13 22 
4 7/9 4 12 16 
5 7/16 5 11 16 
6 7/23 9 11 20 
7 10/1 4 10 14 
8 10/8 6 8 14 
 10/15 台風災害発生のため中止（12/17に実施） 
9 10/29  5 13 17 
10 11/5 2 13 15 
11 11/19 * 6 8 14 
12 12/7 ** 保護者6 ・子7 13 
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5) 山野良一，「母子世帯と子どもへの虐待 - 抑うつの分析も含め - 」；社会保障研究，
No.2, Vol.1, pp.45-59 （2017）． 
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図9.GPSにより現在の位置情報および避難所情報   
図10.防災用品チェックリスト 
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1) 山村武彦 人はみな「自分だけは死なない」と思っている（2005） 
2) 山村武彦 新・人はみな「自分だけは死なない」と思っている（2015） 
3) 足立区広報誌 あだち 2019年12月10日号 
4) 気象庁データ 1981-2010年間と過去気温の比較 
5) ペット手帳 2017年度足立区版、2018年度足立区改定版 
6) NHK災害リスク情報 2019 
7) 日本ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査2019 
8) 内閣府 防災担当資料 2018 
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図1.肢体不自由児乗馬活動   図2.馬とのふれあい 














































































⓲来年度もわくわくウエーブの活動に、参加したい            
 
 
1年生 ２年生 ３年生 ４年生 合計
平成２６年度 1 1
平成２７年度 2 2
平成２８年度 2 1 1 4
平成２９年度 9 2 11
平成３０年度 1 2 7 10
令和元年度 1 1 6 0 8
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  ア．とても熱意が感じられる  イ．熱意は感じられる 
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エ．児童への接し方で気になること（マイナスのイメージ）はない    
オ．児童への接し方がしっかりしていて、安心して見ていられる 
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  エ．振り返りがしっかりでき、授業改善に前向きな学生に来てほしい 







































































1) 村野芳男 教育ボランティア活動参加学生に対する意識調査 地域連携研究 帝京科
学大学地域連携推進センター年報第2巻 




































































8.問合せ先 青少年課 体験活動調整担当 ○○ 


















用を目途に 6 時間ほどの時間をかけて入念に実地踏査、30 種程の野
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加平小の自然発見、「秋」発見!! (スクリーン・プロジエクター使用)   
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第４巻 
犬との交流を取り入れた AAE プログラム開発と実践及びその教育効果 














































T 小学校の2年生91 名、S 小学校の1年生74名、計165 名を調
査対象とした。 
3)時程の概要 
8:45～9:10  事前指導と事前アンケート（図1、図2） 
9:10～9:55  犬との交流プログラム 
10:05～10:30 事後指導と事後アンケート 
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① 始めの挨拶・ふれあい教室のお約束について（3 分）（図6） 
「先生の言うことを聞く」・「大きな声をださない」・「動物には優し
くする」 などお約束ごとを説明する。 
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2) 「オリエンテーション こどもの教育と動物 花園 誠 （2018） 
3) 「児童に対する犬を用いた動物介在教育プログラムの実践とその教育効果 帝京科学
大学卒業論文」長田 翔太 （2018） 
4) 「幼児期における犬を用いた動物介在教育の検討: 動物介在教育に関する保育者の意
識調査から. 帝京科学大学教職指導研究: 帝京科学大学教職センター紀要」小中芙美
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図4. 千住カレッジ 10月ハロウィン神経衰弱の様子 
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